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〔論文審査の要旨〕 
 
 本論文は，入手容易で安価な物質を原料として合成が可能な，生分解性を有する新規な

熱可塑性エラストマーの開発を示した論文である。 
 第 1 章では，高分子材料による環境への負荷を述べ，その対策の一つとして生分解性高

分子について説明している。その代表例であるポリ(L-乳酸) (PLLA)の特徴を紹介し，熱可

塑性エラストマー (TPE)のハードセグメントとして用いた例を挙げている。本研究では，

新規生分解性 TPE として，2-メチル-1,3-プロパンジオール (MP)由来ポリエステルをソフ

トセグメントとして用いた，PLLA とのトリブロック共重合体の合成と性質を検討したこ

とを述べている。 
 第 2 章では，コハク酸と MP から合成されるポリ(2-メチル-1,3-プロパンジイルサクシネ

ート) (PMPS)をソフトセグメントとするトリブロック共重合体, PLLA-b-PMPS-b-PLLA 
(TPE-S), を合成し，その熱的・機械的性質と生分解性を記述している。また，プロテイナ

ーゼ K とリパーゼ PS を用いた酵素分解試験や海水中での生分解試験結果を記している。

コハク酸はバイオベースジカルボン酸であるので，TPE-S は化石資源の節約に寄与し，使

用後に生分解あるいは焼却されたとしても大気中の二酸化炭素濃度増加が小さい。 
 第３章では，グルタル酸とMPからなるポリ(2-メチル-1,3-プロパンジイルグルタレート)  
(PMPG)をソフトセグメントとする共重合体, PLLA-b-PMPG-b-PLLA (TPE-G), の合成，

熱的・機械的性質および生分解性を述べている。グルタル酸は生体内にも存在する安全な

物質であり，コハク酸よりメチレンの数が一つ多いため，PMPG は PMPS より低い Tgを

示すことが期待される。実際に PMPG および TPE-G は PMPS および TPE-S より低い Tg

を示している。TPE-G および PMPG の酵素分解性や海水中での生分解性は TPE-S や

PMPS と同程度であった。 



 第４章では，アジピン酸と MP からなるポリ(2-メチル-1,3-プロパンジイルアジペート) 
(PMPA)をソフトセグメントとする共重合体, PLLA-b-PMPA-b-PLLA (TPE-A),の合成，熱

的・機械的性質および生分解性を述べている。アジピン酸は工業的に広く用いられている

入手しやすい安価なジカルボン酸であり，PMPA は PMPG よりさらに低い Tgを示してい

る。TPE-A および PMPA は，リパーゼ PS による酵素分解性が対応するコハク酸やグル

タル酸由来ポリマーより高く，ポリ(3-ヒドロキシブチレート)に匹敵する高い海水生分解性

を有することが見出されている。 
 第 5 章では，本学位論文全体を総括している。 
 本申請者は，MP 由来ポリエステルと PLLA ブロックからなる TPE を系統的に設計・

合成し，それらの熱的・機械的性質や生分解性を詳細に調べている。合成された TPE-S, -G, 
および-A は全て新規な高分子化合物であり，また，PMPA, PMPG, および PMPA はこれ

までに詳細な物性や生分解性は報告されておらず，本論文は高い独創性を有していると言

える。特に TPE-A や PMPA が優れた生分解性を示すことが発見されたことは重要な成果

であり，今後の生分解性高分子の発展に大いに寄与することが期待できる。 
 さらに，第 2 章から第 4 章までの内容は，申請者を筆頭著者とする三報の原著論文にそ

れぞれまとめられ，審査付きの SCI 雑誌に掲載されている。 
 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある

ものと認められる。 
 
備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


